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山梨県の消化管手術材料に見られた日本住血吸虫症の

研究（特に，消化器癌との関連)性について）

１．統計的考察

天野皓昭

横浜市立大学医学部寄生虫学教室

(昭和54年12月20日受領）

織標本について検討した．今回は組織標本中，胆のう・

肝臓・リンパ節等を除外した消化管臓器1,458例（内，

直腸生検31例を含む）に限って検討した．材料は全て１０

％ホルマリン固定で，原則として－臓器一枚のＨｅｍａ‐

toxylin-Eosin染色標本を作成した．早期胃癌例では広

範部位から標本を多数作成し，日虫卵及びその周辺の変

化を検討するため，Elastica-VanGieson染色,Mallory

Azan染色を追加した．

山梨県の甲府盆地は，筑後川流域と共に，日本に現存

する日本住血吸虫症（以下，日虫症と略す）の二大流行

地域である．その中でも甲府盆地は，有病地面積．有病

地人口とも，とりわけ大きく，宮入貝Ｏ"ＣＯ,"ｅｍ７ｎα此`‐

Pe"Sｉｓ〃oSOPhoγα撲滅運動，衛生教育の徹底等により，

発熱・下痢・腹痛・粘血便・全身倦怠感等の急性症状を

呈する患者を見ることはなくなったが，肝脾腫大・食道

静脈瘤・腹水等の慢性症状を呈する患者は少なくなく，

日虫症で無症状に経過している者を加えれば，山梨県下

には相当数の感染者が残存している．

ピルハルツ住血吸虫Ｓｃ/jisrosomaハαe,"αZo6〃,zにお

いて，住血吸虫症と膀胱癌の発生の因果関係が認められ

ているように，日虫症においても消化器癌・肝癌の発生

との関連`性があるか否かは，きわめて興味深い問題であ

るが，金森（1898）が直腸の破壊性腺腫の剖検例を発表

して以来，大部分が小数例の症例報告にすぎず，多数例

について論じたものは比較的少ない

今回，山梨県内の３病院の1,458例の生検材料を調べ

る機会があり，177例に日本住血吸虫Ｓｃ/iisZoSo,"αノα‐

ＰＣ"ic"、の虫卵（以下，日虫卵と略す）を検出し，消

化器病変，特に消化器癌と日虫卵との関連性について検

討を加えたので報告する．

成績

Ｉ）手術材料全体について

１）手術材料と日虫卵検出例の内訳

今回検討を加えた手術材料の内訳と各々の日虫卵検出

例，検出率をTablelに示す．

この中で，胃・大腸とも悪性腫瘍と記したのは，大部

分癌であるが，各々に数例の細網肉腫・リンパ肉腫を含

んでいるためである．さらに大腸としたものの中には，

良性例・悪性例とも直腸を含んでいる．

その他の胃疾患とした中には，ポリープとその他の疾

患で合併冑切除を行なった例が含まれている．又，大腸

良性疾患とした中には，大腸の狭窄・ポリープ・憩室

症・特発性穿孔が含まれている．

手術例数では，胃潰瘍が612例と最も多く全手術例の

42.0％を占めていた．日虫卵の検出例は全体で177例あ

り，疾患別では冑悪性腫瘍の55例が最も多く，日虫卵検

出例中31.1％を占めていた．日虫卵の検出率は大腸悪性

腫瘍例が22.3％と最も高かった．

その他の冑疾患の中に含んだ冑ポリープに限って，日

虫卵検出率を検討すると，23.5％（手術例17例中，４例

材料ならびに方法

1966年４月より1975年３月まで９年間，山梨県甲府盆

地内の甲府宮川病院(甲府市）・甲府共立病院(甲府市）・

巨摩共立病院（中巨摩郡）の３病院より信州大学医学部

第一病理学教室へ依頼されてきた生検手術材料及び，甲

府共立病院・巨摩共立病院病理部より貸与された病理組

（６７）
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TablelCasesofgastro-intestinalｓｐｅｃｉｍｅｎｓｅｘａｍｉｎｅｄａｎｄｗｉｔｈＳｃ/iisroso7"αｅｇｇｓ

Ｎｏ．ｃａｓｅｓ

ｅｘａｎｌ．

Ｎｏ．cases

witheggs．
Ｅｇｇｐｏｓｉｔｉｖｅ
ｒａｔｅ．（％）

Ｌｅｓｉｏｎ

Malignanttumorofstomach

Pepticulcerofstomach

Gastritis

Otherlesionsofstomach

Pepticulcerofduodenum

Benignlesionsofcolon（biopsy）

Malignanttumorofcolon（biopsy）

Appendicitis

362

`I:｝
２８

２４１

７０(15）

103(10）

２６

斫
妬

1５．２

７．３

４

３１

１３(5)

23(1)

５

1４．３

１２．９

１８．６

２２．３

１９．２

Total 1,458 177 1２．１

これら３病院では，十二指腸潰瘍に対し，胃幽門側2/３

切除が施行されていたので，十二指腸潰瘍例を含め胃・

十二指腸群とし，虫垂炎は他の臓器の疾病とは異なるの

で１群に独立させ，さらに直腸を含めた大腸群の３群に

分け，各々の日虫卵検出率をTable4に示した．

手術例数，日虫卵検出例ともに，冑・十二指腸群が圧

倒的に多く，全手術例の86.4％，全日虫卵検出例の76.8

％を占めていた．しかし，日虫卵検出率では，大腸群と

虫垂群が，胃.＋二指腸群に比し約２倍と高かった．

３）悪性腫瘍例と非悪性腫瘍例

胄と大腸の悪性腫瘍例の１群と，虫垂炎を除く非悪性

疾患例の１群とを比較したのがTable5である．

手術例，日虫卵検出例とも非悪性疾患群の方が多かつ

に日虫卵検出）と高かった．

これら手術材料及び日虫卵検出例の性別内訳は，いず

れも男性が２倍以上と圧倒的に多かったしかし,日虫卵

検出率では，僅かではあるが女性の方が高かった(Table

２）．

これらの年齢分布は，手術例では50歳代が350例と最

も多かった．日虫卵検出例では６０歳代が53例と最も多

く，以下50歳代，４０歳代と低下した．日虫卵検出率は，

70歳以上が21.7％と最も高かった（Table３)．

日虫卵は15歳の直腸生検例から87歳の十二指腸潰瘍穿

孔例まで，幅広い年齢にわたり検出された．

２）冑・十二指腸群，虫垂群及び大腸群における日虫

卵検出率

Table２ＳｅｘｒａｔｉｏｏｆｃａｓｅｓｅｘａｍｉｎｅｄａｎｄｗｉｔｈＳｃ/iisZossmaeggs

Ｓｅｘ Ｎｏ．casesexam、 Ｎｏ．caseswitheggs、 Eggpositiverate．（96）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

122

５５

1１．５

１４．０

1,065

３９３

Table3AgedistributionofcasesexａｍｉｎｅｄａｎｄｗｉｔｈＳｃｈ/sZoso"zαｅｇｇｓ

Ｎｏ．casesexam・ Ｎｏ．caseswitheggs Eggpositiverate．（％）Ａｇｅ

２
１
４
８
０
３
３
６

１
２
５
５
２

７
０
６
０
３
９
７

●
●
●
●
●
●
■

６
１
７
９
４
５
１

１
１
２

０
９
４
３
０
４
６
１

３
９
８
１
５
３
０
４

１
３
３
３
１

－１９

20-29

３０－３９

40-49

５０－５９

60-69

７０－

Unknown

（６８）
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Table4Gastro-intestinaldistribｕｔｉｏｎｏｆｃａｓｅｓｅｘａｍｉｎｅｄａｎｄｗｉｔｈＳchisZoso"zαｅｇｇｓ

Ｎｏ．caseswithEggpositiverate・Ｎｏ．casesexam．
（％）ｅｇｇｓ

Ｒｅｇｉｏｎ

Gastro-duodenum

Colon

Appendicus

１，２５９

１７３

２６

136

３６

５

1０．８

２０．８

１９．２

Table5Malignantandnon-malignantcasesexaminedandwithScAisZosoｍａｅｇｇｓ

Ｎｏ．caseswithEggpositiverate，Ｎｏ．casesexam．
（％）ｅｇｇｓ

Lesion

Malignanttumor

non-Malignantlesions

465

967

7８

９４

1６．８

９．６

(exceptingcasesofappendicitis）

これら各胄疾患の手術例は,いずれも女性例に較らべ，

男性例が多く，特に胃潰瘍４．７倍，十二指腸潰瘍４．２倍

と著明であった．日虫卵の検出例は，男性胃悪性腫瘍例

が41例と最も多かった．

日虫卵検出率は，冑潰瘍・十二指腸潰瘍及びその他の

冑疾患例では女性に，冑悪性腫瘍例では男性に高かった

(Table７）．

２）大腸疾患の日虫卵検出

大腸の手術例は悪`性腫瘍103例，非悪性疾患70例であ

り，年齢分布では悪性腫瘍・非悪性疾患とも60歳代が多

かった．日虫卵検出例は，悪性腫瘍例は５０歳代，６０歳

代で,非悪性疾患例は60歳で多かった.日虫卵検出率は悪

性腫瘍例では40歳代が33.3％，良性疾患例では70歳以上

たが，日虫卵検出率は，非悪性疾患群９．６％に対し，悪

性腫瘍群は16.7％とはるかに高かった．

Ⅱ）疾患別にみた日虫卵検出

１）冑疾患別の日虫卵検出

手術例数は，胃潰瘍は５０歳代，十二指腸潰瘍は40歳

代，胃悪性腫瘍は60歳代で多く，日虫卵検出例は，それ

ぞれ50歳代，３０歳代，５０歳代で多かった（Table６)．

７０歳以上の手術例は，各疾患とも少なかったが，日虫

卵検出率はこの年代が各疾患とも最も高く，十二指腸潰

瘍では３例全部に日虫卵が検出された．これら70歳以上

を除くと，手術例数の多い，即ち胃潰瘍例では50歳代，

60歳代，十二指腸潰瘍では30歳代，４０歳代，冑悪性腫瘍

では50歳代，６０歳代に日虫卵検出率が高かった．

Table6Agedistributionofclassifiedgastro-duodenalcasesexamineｄ

ａｎｄｗｉｔｈＳｃ/iistoso"zαｅｇｇｓ

PepticulcerofstomachPepticulcerofduodenumMalignanttumorofstoｍａｃｈ
Ａｇｅ

ⅡＩ Ⅱ Ⅲ Ｉ Ⅲ Ｉ Ⅱ Ⅲ

７
２
５
７
６
４
３
７

１
５
５
６
２
１

５．９

１．９

１８．２

１３．４

１１．５

２１．４

１００

－１９

２０－２９

30-39

40-49

50-59

60-69

７０－

Unknown

２
６
６
３
６
９
９
７

２
８
５
７
２
３
１

１
１
１

１
１
０
９
３
３
３
１

１

７
２
４
３
４
０
２

２
５
０
２
４
１

１
１

２．３

５．２

８．５

１０．９

１２．８

２
８
５
４
５
２

１
１

１
３
９
８
１
３

１
１
１

４．５

５．６

１８．４

１４．５

２７．５

Total ６２８ 4６７．３２４１ 3１１２．９３６２ 5５１５．２

Ｉ：Ｎｏ．casesexamined，Ⅱ：Ｎｏ．caseswithScﾉiisZosollzaeggs，Ⅲ：Eggpositiverate．（％）

（６９）
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Table7Sexratioofgastro-duodenalcasesexaminedandwithScAisZosomaeggs

Ｍａｌｅ Female
Lesion

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ｉ Ⅱ Ⅲ

Pepticulcerofstomach

Pepticulcerofduodenum

Malignanttumorofstomach

Otherlesionsofstomach

【
Ｊ
Ｐ
Ｏ
（
。
［
Ｉ

１
ｑ
〉
、
。

［
、
『
上
ワ
】

５
２
１

３
２
４

６．８

１１．３

１７．５

1１１

４６

１２９

２１

１
９
４
４

１
１

９．９

１９．５

１０．１

１４．３

Ｉ：Ｎｏ．casesexamined，Ⅱ：Ｎｏ．caseswithSchisZosomaeggs，Ⅲ：Eggpositiverate．
(％）

Table8AgedistributionofcolonalcasesexaminedandwithSchisZoso'"αｅｇｇｓ

Malignanttumor non-malignantlesions
Ａｇｅ

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ｉ Ⅱ Ⅲ

－１９

20-29

30-39

４０－４９

50-59

60-69

７０－

Unknown

３
７
９
４
８
８
９
２

１
１

１３３．３

４
８
８
８
２
２
１

１
２
３
１

１
１
２
５
３

1１．１

７．１

２５．０

２７．９

３３．３

６
８
８
１

3３．３

２８．６

２５．０

８．３

Ｉ：Ｎｏ．casesexamined，Ⅱ：Ｎｏ．caseswithSc/iisZoso"zαeggs，Ⅲ：Eggpositiverate

(％）

Table9SexratioofcolonalcasesexaminedandwithSchisZosomαｅｇｇｓ

Ｍａｌｅ Female

Lesion

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ｉ Ⅱ Ⅲ

Malignanttumor

Benignlesions

冊
妬 1４

７

2６．４

１４．３

０
７

５
２

９
６

1８．０

２２．２

Ｉ：Ｎｏ．casesexamined，Ⅱ：Ｎｏ．caseswithSchisrosomaeggs，Ⅲ：Eggpositiverate．

(％）

手術症例数は，はるかに多かったが，病理組織学的検索

の行なわれたものは少なかった．

が33.3％と高かった（Table８)．

これら大腸疾患を性別に比較すると，大腸良性疾患は

男性が多く，悪性腫瘍例は，男：女ほぼ同数であった．

日虫卵検出率は，良』性疾患例では女性に，悪性腫瘍例で

は男性に高かった（Table９)．

３）虫垂炎例の日虫卵検出

虫垂切除例は26例で，表には示さなかったが，年齢分

布は19歳以下が８例，６０歳代７例の他は，各年代に１例

から３例であった．日虫卵検出例はそのうち５例で，６０

歳代３例，４０歳代，５０歳代各１例であった．実際には，

考察

１）日虫卵検出率

手術材料例の日虫卵検出率について述べたものは少な

く，古賀ら（1965）が久留米大学において885例中71例

(８％）に，横山ら（1975）が山梨県において5,602例中

255例（4.5％）にそれぞれ日虫卵を認めたと報告してい

る．これらによると，主に日虫卵を認めた臓器は肝臓で

（７０）
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あり，その他では，前者では胃３例，直腸２例，大腸３

例，虫垂４例，後者では胃60例，直腸19例，結腸８例，

虫垂６例である．横山らの手術例中，今回著者が検討し

た臓器に限って，日虫卵検出率をみても４．６％であっ

た．これらに比し，筆者が行なった手術材料では12.1％

の高率に日虫卵を検出した．

今回検査した３病院はいずれも中規模病院で，地域性

に富んでいることを考えると，山梨県下のこれらの病院

の周辺地域は日虫症感染率が高いことがわかる．この結

果は，久津見ら（1973）が山梨県下で行なった日虫症皮

内反応結果とも一致している．

これら日虫卵検出例の殆んどは，術前日虫症に併なう

自覚症状はなく，手術標本で初めて日虫症と診断された

ものである．今日，新しい日虫症感染者を発見すること

は殆んどなくなったとはいえ，このように高率に日虫症

感染者が存在することは，有病地内に居住したり，居住

していたことのある患者については念頭において対処す

る必要がある．

又，日虫卵検出率を年齢別でみると，７０歳以上が21.7

％（23/106）と最も高く，以下順次若年化するにつれて

低下し，２０歳以下では２．３％（3/129）と非常に低かっ

た．これは，高齢者ほど過去において感染機会が多かっ

たこと，又今日では新しい感染機会が激減してきた結果

と考えられる．しかし，１例ではあるが，今回の検査で

15歳の直腸生検例に日虫卵が検出されたことは，梶原ら

(1975）の山梨県臼井沼での野鼠の日虫卵感染率が30％

あるとの報告と合せ考え，尚今後も日虫症対策の必要性

が痛感される．

２）臓器別にみた日虫卵検出率

蓮田(1967)は，久留米大学医学部病理学教室で肝臓に

日虫卵を認めた35例の剖検例について，TablelOに示す

ように各消化管臓器の日虫卵検出率を検討しているが，

今回の症例では，胃・十二指腸10.8％,大腸20.8％，虫垂

19.2％に日虫卵を検出し，ほぼ１：２：２の比率となり，

蓮田の結果とも一致しており，人では下部消化管の感染

率が高いことがわかる．

今回，検討した中で，胃．＋二指腸での日虫卵検出率

は10.8％と，今までに報告された矢野ら（1970）の2.13

％（21/986)，戸塚ら（1977）の6.7％（41/615）に比し

て著しく高かった．これは，先に述べた様に，対象とし

た地域が日虫症の感染率の高い地域であることが最も主

な理由であるが，その他に，鏡検にさいし，日虫卵の有

無を特に注意したことにもよろう．今回の再検査前の病

理検査返書では日虫卵の検出は記載されておらず，再検

査で始めて日虫卵を検出した例が10％強あったことより

うかがえる．特に胃標本中での日虫卵数は大腸標本に比

して少ないので注意を要した．

３）日虫卵のみられた疾病例について

イ）ポリープ

胃ポリープ４例，大腸ポリープと－部癌化した大腸ポ

リポージス各１例に，日虫卵を検出した．胃ポリープに

日虫卵を検出した報告は，著者の知る限り今回の４例が

最初である．これらポリープの成因と日虫卵との関係，

またそれらポリープの癌化の可能性は興味深い問題であ

る．

Ｄｉｍｍｅｔｔｅ（1956）は，エジプトにおいて，大腸ポリ

ープ237例中225例に，Ｓ・’'2α"solzi又は，Ｓ､ｈａｅ"zα‐

Zo6〃〃の感染を認め，ポリープ形成と住血吸虫卵との

間に関連性はあるとしながらもポリープの癌化について

は不明であるとしている．井内ら（1972）は，日虫症皮

TablelOPositiverateofSchisZoso"zaeggsingastro-intestinalorgans

（inall35autopsy-casesScAisZosoｍａｅｇｇｓｗｅｒｅｓｅｅｎｉｎｔｈｅｌｉｖｅｒ.）

Ｎｏ．casesexam・ Ｎｏ．caseswitheggsPositiverate（％）organ

Stomach

Duodenum

Jejnum

lleum

Appendicus

Coecum

Colontran

Sigmoidcolon

Rectum

拓
朽
拓
拓
羽
蒟
弱
釿
詣

９
班
Ⅲ
卵
Ⅳ
弧
幻
釦
躯

７
７
６
７
６
７
１
７
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
８
５
８
５
７
５
０

２
６
２
６
５
８
７
８
８

(reproducedfromA・Hasuda：DepartmentofPathology，KurumeUniversity）
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彼は日虫症における虫卵の持続的機械的又は化学的刺激

作用が癌発生の因子となっているとしている．他方，矢

野ら（1970)，所・小金澤（1976）は，それぞれ関連性

を否定している．

今回の症例では，悪性腫瘍例中７８例（16.8％)，虫垂

を除く非悪性疾患例中94例（9.6％）に日虫卵を検出し，

この差は危険率Ｘ２＜0.5％で有意差がある．これを各臓

器別に検討すると，日虫卵検出は胃潰瘍例中４６例（7.3

％)，冑悪性腫瘍例中55例（15.2％）で，危険率X2＜０．１

％で有意差があった．横山ら（1975）も胃については，

胃癌４１７例中17例，非胃癌886例中17例に日虫卵を検出

し，統計学的に有意差があったとしている．

大腸例では，非悪性疾患例中１３例（18.6％）・悪性腫

瘍例中23例（22.3％）で，悪性腫瘍例での日虫卵検出率

は高かったが，統計学的には有意差を認めなかった．

これら悪性腫瘍例の年齢分布を検討すると，冑・大腸

とも，日虫卵非検出例では60歳代に症例が最も多いのに

対し，日虫卵検出例では50歳に多かった．日虫卵検出率

について，年齢別に比較してみると，胃潰瘍例では40歳

代５．２％，５０歳代８．２％と緩やかに増加しているのに対

し，胃悪性腫瘍例では40歳代５．６％，５０歳代18.4％と著

しく増加している．このことは，大腸でも同様で，悪性

腫瘍例では30歳代０％が40歳代33.3％と著しく増加して

おり，非悪性疾患例の40歳代７．１％と比較しても，非常

に高い日虫卵検出率である．

以前より，山梨県内で大腸癌（直腸癌も含む）が多い

ことは経験的に指摘されていることである．今回の症例

でも，胃悪性腫瘍362例に対し，大腸悪性腫瘍104例で，

3.5：１の比率である．これに対し，厚生省の訂正死亡

率の全国平均は胃癌47.5：大腸癌８．５であり，全国平均

に比し，今回の症例の大腸癌の発生が高頻度であること

がわかる．この結果は，久留米地方での内藤ら（1978）

の結果とも一致している．

以上のように,悪性腫瘍例中での日虫卵検出率の高さ，

日虫卵検出例の癌発症の若年化傾向，大腸悪性腫瘍の高

頻度等はいづれも，日虫卵がこれら消化器癌の発症に促

進的であることを示唆している．

今後，日虫症患者のより広範な疫学的追求と，実験

動物例を含めた病理組織学的追求の必要性が痛感され

る．

内反応陽性例３１９例に直腸鏡検査を行ない53例にポリー

プ様変化を見ているこれらに比較し，今回の症例は少

なく統計学的考察は困難であったが，病理組織学的に

は，ポリープ根部に日虫卵を認め，ポリープ発生に日虫

卵が関与していることを推測させた．

ロ）潰瘍

潰瘍症例で日虫卵を検出したものは，胃46例・十二指

腸31例・大腸３例であった．胃潰瘍例の日虫卵検出率

7.3％よりも，十二指腸潰瘍例の検出率12.9％が高いの

は，蓮田（1967）の臓器別日虫卵分布の結果とも一致し

ている．

胃潰瘍例におけるよりも，十二指腸潰瘍例の方が，よ

り若年者に日虫卵検出例が多いことは注目すべき結果で

ある．３０歳代における日虫卵検出率は胃潰瘍例２．３％に

対し，＋二指腸潰瘍例18.2％と著明に高かった．即ち，

日虫卵の沈着が潰瘍の発生に何ら関連しないとすれば，

十二指腸潰瘍例も胃潰瘍例と同様若年になるにつれ日虫

卵検出率は低下すると思われる．これに対し，今回の症

例では，十二指腸潰瘍の好発する若年齢層に日虫卵検出

率の高いことは，日虫卵のこれら消化管粘膜又は粘膜下

組織への沈着が潰瘍発生の－因子となることを示唆して

いると思う．

′､）狭窄

大腸狭窄例は２例みられた．この２例は，何れも術前

は大腸癌の診断で手術を受けたものであるが，悪性像は

なく日虫卵の全層にわたる沈着のため腸管の伸展が不十

分となり，狭窄症状をおこしたものである．発生頻度

は大腸癌１０に対し，狭窄１ではあるが，宮川・小宮山

(1962)，内藤ら（1978）も報告しており日虫症感染者に

は注目される疾患である．

二）虫垂

今回の症例では，５例（19.2％）に日虫卵が検出され

た．米長（1942）は山梨県内で虫垂切除300例中８８例

(30％)，塘ら（1967）は久留米地方で328例中25例（7.6

％)，柴田（1968）は同じく久留米地方で1,543例中117

例（7.5％）に，日虫卵を検出している．

今回は症例数が少なく，他の論文との比較は困難では

あるが，米長の結果に比して山梨県内での日虫卵検出率

が低下していることは，やはり日虫症感染率が低下して

いることを示していると思われる．

４）悪性腫瘍と日虫卵の関係

日虫症と大腸癌・肝癌との関係について論じられたも

のは多数ある．大腸癌との関連性について，積極的に関

連性ありとするものの代表例は，風間（1921）であり，

まとめ

1966年４月より1975年３月までの９年間，山梨県甲府

盆地内の３カ所の病院から入手した手術材料1,458例

（７２）
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15）矢野博道・樺木野修郎・牛島捷（1970）：切除
胃標本における日本住血吸虫卵の介在とその意
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16）横山宏・仲田けい子・小宮山進・竹居香
（1975）：生検材料から検出された日本住血吸虫

卵の臓器分布と組織所見，山梨県立中央病院医

報，２，６３－６８．

１７）米長栄次（1942）：日本住血吸虫卵子介在と急性
虫垂炎の関係における知見補遺，日病理会誌，

32,538-547.

(内，直腸生検31例を含む）について検討を行なったと

ころ，

１）177例に日虫卵を検出し，日虫卵検出率は12.1％

であった．性別では男・122例(11.5％)，女.５５例(14.0

％）であった．

２）日虫卵検出例の年齢は，１５歳より87歳の問にわた

って見られた．年代的には60歳代が53例と最も多かった

が，日虫卵検出率では７０歳以上が２１．７％と高かった．

又，２０歳以下では検出率が激減していた．

３）日虫卵検出例の疾病別の内訳は，冑悪性腫瘍55例

(内，１例は細網肉腫)，大腸悪性腫瘍23例（内，細網肉

腫，リンパ肉腫各１例)，胃潰瘍及び胃炎４６例，十二指

腸潰瘍31例，冑ポリープ４例，大腸良性疾患12例，虫垂

炎５例であった．

４）臓器別にみた日虫卵検出率は，胃・十二指腸10.8

％，大腸及び直腸20.8％，虫垂19.2％で，大腸及び直腸

での検出率が高かった．

５）日虫卵検出率は，悪性腫瘍で16.8％（78/456)，

非悪性疾患で９．６％（94/967）とＸ２＜0.5％の危険率で

有意差がみられた．臓器別に検討すると，胃では悪性腫

瘍と胃潰瘍との間には日虫卵検出率に有意差はみられた

が，大腸では悪性腫瘍と非悪性疾患との間には有意差は

なかった．しかし，冑・大腸とも悪性腫瘍例では，日虫

卵検出例の方が日虫卵非検出例よりも，より若い年齢で

発症する傾向がみられた．

６）今回の症例中，胃悪性腫瘍362例，大腸悪性腫瘍

104例の比は３．５：１となり，全国訂正死亡率に比らべ，

大腸悪性腫瘍の発症頻度が高かった．

７）日虫卵は消化器癌の発症に促進的な因子となるこ

とが示唆された．
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: Abstract

CLINICOPATHOLOGICAL STUDIES ON THE GASTROINTESTINAL

SCHISTOSOMIASIS IN THE ENDEMIC AREA OF YAMANASHI

PREFECTURE, WITH SPECIAL REFERENCE TO THE

CARCINOGENICITY OF SCHISTOSOME INFECTION

Teruaki AMANO

(Department of Parasitology, School of Medicine,

Yokohama City University)

From 1966 to 1975 the author studied a total amount of 1,458 cases (male: 1,065 and

female : 393) of surgically operated gastro-intestinal diseases in the endemic area of schistoso-

miasis japonicum in Kofu basin, Yamanashi Prefecture and observed the following results :

1) The eggs of Schistosoma japonicum were found in the pathological specimens of

gastro-intestinal wall of 177 cases (12.1%) of the ages from 15 to 87.

2) The age distribution of egg positive cases was, 3 cases below 29, 14 cases in 30-39,

28 cases in 40-49, 50 cases in 50-59, 53 cases in 60-69 and 23 cases beyond 70. The highest

incident rate was found in the oldest group (20.7%).

3) Out of 177 egg positive cases, 55 cases were the malignant tumor of the stomach, 23

cases were the malignant tumor of the large intestine, 46 cases were the peptic ulcer of the

stomach and gastritis, 31 cases were the peptic ulcer of the duodenum, 4 cases were the polyp

of the stomach, 13 cases were the non-malignant lesions of the large intestine and 5 cases

were the appendicitis.

4) Out of 465 cases of those whole malignant tumor cases, schistosoma eggs were found

in 78 cases (16.8 %), on the other hand, out of 967 cases of those non-malignant lesions schi-

stosome eggs were found in 94 cases (9.6 %). This difference was statistically definite. Espe

cially in the stomach cases, the eggs positive rate was definitely higher among the malignant

tumor cases (15.3%, 55/362) than those of the non-malignant tumor and lesion cases (7.3%,

46/630). In the colonal cases, as a whole, the difference of egg positive rate between malignant

tumor cases (22.3 %) and non-malignant tumor and lesion cases (18.8 %) was not significant.

But in the younger age group from 40 to 49, striking higher rate of schistosome egg involve

ment was observed in the malignant tumor cases than non-malignant cases.

5) Above results suggested that the schistosome infection of gastro-intestinal wall has

some effect on the stimulation on carcinogenesis.

( 74)




